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第
一
究
大
職
後
の
外
賓
轍
入

第
六
十
四
巻

一、

J、

第
四
、
五
、
六
披

O 

第

-
次
大
戦
後
の
外
資
輸
入

堀

江

保

窺

明
拍
前
期
、
目
清
職
宇
後
、
及
明
日
露
戦
普
後
四
=
一
期
陀
分
け
て
、
明
治
時
代
田
件
費
輸
入
忙
閣
ず
る
小
論
を
、
か
つ
て
本
誌
に
掲
載
し
た
。
本
稿
は

そ
白
欄
き
で
あ
る
。
と
れ
に
工
つ
で
犬
平
洋
戦
争
に
亘
る
ま
で
の
件
費
轍
入
目
陸
且
を
概
観
し
得
た
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
本
稿
に
掲
げ
た
時
期
に
つ
い

て
は
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
田
知
識
に
乏
し
{
、
従
っ
て
賠
害
児
散
見
す
る
左
と
ろ
を
曲
憎
め
る
だ
け
に
終
っ
た
b

抽
目
、
基
礎
間
資
料
に
ヱ
ワ

t
害
者
改

め
た
い

t
思
う
。

大
戦
前
後
の
園
際
貸
借

日
露
戦
争
が
終
っ
た
明
治
三
十
八
年
か
色
、
第
一
女
世
界
大
械
が
始
ま
っ
た
大
正
三
年
ま
で
、
九
カ
年
間
白
貿
易
自
パ
一
フ
ン
ス
を
週

計
す
る
と
、
入
超
合
計
五
億
二
千
四
百
寓
固
に
上
っ
た
の
陀
封
し
て
、
同
じ
期
聞
に
島
け
る
金
銀
流
同
入
白
バ
ラ
ン
ス
は
、
四
千
四
百

高
岡
鈴
の
流
入
超
遁
で
あ
っ
た
。
日
欄
の
入
超
代
金
を
支
梯
つ
て
な
長
且
つ
金
銀
の
流
入
超
池
を
見
た
の
は
、
主
と
し
て
外
資
輸
入
の

賜
物
で
あ
っ
て
、
即
ち
閤
債
・
地
方
債
及
び
吐
伎
の
形
に
長
け
る
外
資
の
聡
入
は
、
明
治
一
一
十
七
年
白
四
億
二
千
百
六
十
寓
固
か
ら
笠

年
の
十
凶
億
一
千
四
百
寓
闘
に
急
増
し
て
以
来
、
漸
次
増
加
し
て
、
大
正
三
年
末
忙
は
十
九
億
b
千
九
百
寓
倒
、
即
ち
二
十
億
闘
に
垂

ん
と
す
る
額
に
上
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



日
清
戦
一
点
す
か
ら
日
露
戦
一
守
に
至
る
聞
を
日
本
資
本
主
義
白
第
一
女
の
護
展
期
と
す
れ
ば
、
日
露
戦
争
か
ら
世
界
大
戦
に
一
全
る
閥
は
第

二
次
の
護
展
期
で
あ
っ
て
、
と
の
期
忙
老
い
て
は
工
業
の
機
械
化
、
大
規
枝
北
が
童
I
業
方
聞
に
も
及
ぶ
と
北
ハ
K
、
貿
易
に
沿
い
て
は

全
製
品
の
占
的

Z
相
劉
的
地
枕
が
、
職
出
直
で
は
約
三
O
%
を
占
め
つ
つ
一
服
白
波
揺
を
呈
し
た
の
に
封
し
、
職
人
而
で
は
約
二
八
%

か
ら
一
四
%
へ
と
念
速
に
低
下
じ

f

つ
つ
あ
っ
た
。
職
入
国
に
長
け
る
金
製
品
白
畑
封
的
地
伎
を
低
下
さ
せ
た
も
白
は
、
原
料
品
白
聡
入

白
増
加
で
あ
っ
て
、
と
の
助
か

ιす
れ
ば
、
日
露
戦
争
後
の
わ
が
閣
は
、
加
工
貿
易
闘
と
し
て
白
某
礎
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
も
白
と
い

う
と
と
が
で
き
る
。
而
も
と
白
土
う
友
護
展
は
、
土
述
の
主
う
忙
外
資
に
止
っ
て
支
え
ち
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
後
展
の
一
翼
を
櫓

賞
し
た
金
本
位
制
を
維
持
す
る
と
と
が
で
き
た
白
も
、
外
費
に
負
う
と
と
る
が
少
く
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
貿
易
忙
烏
け
る
轍
入
超
過
白
傾
向
は
年
と
共
陀
指
し
く
、
金
銀
流
出
入
白
バ
ラ
ン
ス
も
貨
は
四
十
三
年
以
降
注
年
抗
出
超

過
で
あ
っ
た
。
己
の
事
は
経
梼
活
動
に
お
け
る
不
景
気
現
象
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
卸
ち
四
十
年
に
現
わ
れ
た
戦
後
の
反
動
恐
慌
に
伴

f
 

う
不
景
気
は
慢
性
的
と
な
っ
て
、
大
一
止
二
年
に
を
る
と
銀
行
白
取
付
け
や
支
姉
停
止
、
商
工
合
祉
の
破
綻
が
瀕
り
に
起
り
、
金
本
位
制

の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
た
。
か
か
る
と
と
ろ
へ
翌
三
年
忙
世
界
大
戦
が
勃
抽
出
す
る
や
、

ζ

れ
に
伴
う
貿
易
の
打
撃
を
動
因
と
し
て
恐
慌
起

り
、
財
界
は
そ
白
窮
状
を
曝
露
し
た
白
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
後
、
円
本
者
本
主
義
は
第
二
失
の
護
展
期
に
入
っ
た
が
、
そ
の
蒸
礎
は
頗
る
脆
弱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

主
と
し
て
と
の
発
展
が
、
外
費
特
に
戦
年
会
債
白
流
入
に
よ
っ
て
注
さ
れ
た
も
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
営
時
の
わ
が
闘
は
債

務
超
過
闘
で
あ
っ
て
、
簡
既
に
大
正
三
年
D
数
字
を
事
げ
る
と
、
債
権
と

L
て
奉
ぞ
、
へ
き
も
の
は
、
日
本
銀
行
の
正
貨
準
備
一
億
三
千

寓
園
、
在
外
正
貨
二
億
二
千
寓
圏
、
海
外
放
資
四
億
六
千
時
国
、
計
八
億
一
千
高
閣
で
あ
っ
た
D
に
封
し
ず
佼
務
は
園
債
・
地
方
債
・

枇
債
併
せ
て
十
九
億
閥
徐
忙
上
り
、
差
引
十
一
億
悶
白
借
金
を
背
負
っ
て

f

い
た
。
と
白
借
金
を
背
負
い
左
が
ら
も
職
入
超
過
を
槙
け
て

第
一
究
大
戦
後
四
外
受
輸
入

静
六
十
四
巻

= 

ブL

停
岡
、
宜
、
六
盟

一一

~ 



い
た
と
と
ろ
に
終
棒
不
安
白
根
源
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
で
準
め
ば
、

不
安
を
解
消
し
て
〈
れ
た
の
が
世
界
大
戦
で
あ
る
。

大
戦
に
際
し
て
轍
出
貿
易
は
念
速
に
護
展
し
た
。
加
工
貿
易
圏
で
あ
る
閥
係
か
ら
、
聡
入
貿
易
も
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
金
額
に
沿
い

τ輸
出
貿
易
に
及
ば
な
か
っ
た
ば
か
り
で
左
〈
、
時
間
的
に
も
約
一
年
半
島
く
れ
た
。
か

1て
大
正
四
年
か
ち
七
年
陀
至
る
四
カ
年
聞

は
、
巨
額
の
轍
出
超
過
と
危
担
、
超
過
額
合
計
十
四
億
八
百
寓
聞
に
上
っ
た
。
加
う
る
に
運
賃
及
び
保
険
料
を
主
と
す
る
貿
易
外
C
受

取
勘
定
も
増
加
し
て
、
そ
の
超
渦
瀬
は
右
の
四
カ
年
間
に
十
三
億
四
千
寓
闘
に
上

b
、
貿
易
が
入
超
に
輔
じ
た
凡
年
以
降
陀
沿
い
て
も

貿
易
外
牧
支
は
受
取
勘
定
超
過
を
続
け
た
σ
か
く
て
四
年
か
ら
八
年
に
至
る
五
カ
年
間
の
受
取
超
過
額
は
、
貿
易
勘
定
化
沿
い
て
十
二

億
一
千
四
百
寓
園
、
貿
易
制
作
勘
定
に
止
い
て
十
八
億
九
千
三
百
寓
困
、

合
計
三
十
一
位
ヒ
百
高
凶

D
H
額
に
上
っ
た
。
か
よ
う
に
短
期
間
に
巨

額
の
受
取
勘
定
超
泊
が
生
じ
た
た
め
、
得
替
銀
行
の
篤
棒
買
持
高
は
激

容

第
一
次
大
職
後
内
外
受
輸
入

政
府
E
F
目
担
在
外
正
賞
噌
加

聯
骨
奥
困
公
債
の
民
間
買
入

聯
合
国
国
会
貸
の
臆
募

政
府
円
噴
債
大
寂
省
者
券
引
受

封

支

借

款

政
府
川
町
債
償
還

市
外
債
、
観
行
曾
一
位
品
川
債
及
。
借
入
金
償
還

内
外
郭
債
買
戻

金
融
轍
入
超
過

其

の

他

一
二
三

O

一
四
四

四
三
八一0

0

ニニ
O

一一一一ユ
コ
一
八

六
二

五
一
八

二
凹
凹

(
車
位
百
高
岡
)

事
六
十
四
巻

O 

一一

第
四
、
五
、
六
鵠

一
大
破
綻
を
菟
れ
得
な
い
欣
態
に
あ
っ
た
。
亡
白

増
し
、
第
替
買
取
り
能
力
が
な
く
左
り
、
同
時
に
受
取
勘
定
の
底
分
に

も
遡
営
な
方
途
が
見
出
さ
れ
ナ
、
わ
が
園
白
終
抽
聞
は
↑
巨
額
白
受
取
勘
定
、

超
過
白
故
に
却
っ
て
困
難
と
な
る
と
い
う
脊
妙
な
結
果
と
さ
え
な
う
た

h

併
し
と
白
凶
維
は
大
戦
の
格
局
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
わ
が
闘
際
金

融
の
窮
迫
状
態
が
、
世
界
大
邸
の
開
始
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
同
じ

く
、
反
封
白
意
味
に
ゐ
け
る
園
際
金
融
の
窮
迫
吠
態
が
、
そ
の
休
戦
に

よ
っ
て
一
一
単
に
解
決
さ
れ
る
と
い
う
、
二
広
の
幸
運
に
裏
ま
れ
た
わ
け



で
あ
る
。
。

主
れ
は
兎
も
先
占
し
て
、
ト
相
自
三
十
一
位
七
百
高
岡
白
受
取
超
過
は
、
上
表
の
過
程

E
羽
じ
て
決
棒
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
幻

モ

し
て
大
戦
を
叩
慌
て
結
局
わ
が
園
は
一
押
し
て
債
権
閣
と
な
っ
た
。
と
れ
を
向
車
に
見
る
と
、
大
正
九
年
に
砕
け
る
債
棟
勘
定
は
、
日
本

銀
行
の
正
貨
準
備
十
一
位
一
千
高
凶
、
布
外
正
貨
十
億
六
千
寓
閥
、
海
外
股
資
一
一
十
二
位
岡
、
計
四
十
三
億
七
千
寓
闘
に
封
し
、
債
務

勘
定
は
、
会
制
佼
併
せ
て
十
六
億
九
千
寓
閥
、
茅
引
二
十
七
億
二
干
高
岡
D
債
権
超
過
と
在
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
扶
態
化
沿
い
て

外
資
白
輸
入
が
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
大
戦
勃
後
以
来
十
一
年
に
至
る
ま
で
外
資
轍
入
現
在
高
は
年
々

減
少
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
を
数
字
で
示
せ
ば
左
C
如
く
で
あ
る
。
(
金
個
翠
位
千
闘
)

大
E

-0九八七宍主四

同
債
へ
海
外

募
集
の
分
)

一、回九三一、一五六

一、
Z
A

回、入宜=一

一、冨百八、五司令

一、=二一、一手八

一、一-一一.一孟八

一、回二八
J

一一向冨一

一、一
Z

さて.己七口

一、三日品八、九省一一
Z

海
外
流
出
向
園

債
(
買
乳
一
割
)

也一、八一三

軍六、一七回

目口、内九均

三二一ハ一石

六五、一八五

Z

回、
E
D
J
A

一八、四八五
五、六占己

地
方
債
(
海
外

募
集
自
分
k

一美、八九四

一ぃ豆、一口六

一台一、喜茜

一六人、五二五

一回七、z一八

一回口
J
Z
口

一=耳、九七口

一三回、ニ一九

征
債
『
海
外

葉
集
り
分
」

一六六、五回白

一《品、一八九

一世六、口固山

一ム一一一玉、吾百

二一玉、ニ全

国占、
E

四一

=
z
J王八

一r
ハ、四口以

外
人
目
内
地
担
行

官
一
位
放
資
(
見
込
)

」江、一口-一

一声、六九七

一R
J
石亘

」石
J
Z主
ニ

-一一玉、{〕四六

号
、
軍
早

一一一玉、圏一内

一一回、
A
z
=

計

一、九二(宍、吾百

一、入()丸、口一品

一」主回、回回回

一、七口回、一六八

一、空一一、九哲一

一、穴人口、九回口

一J
若究、五品七

一、歪守口九
E

と
と
ろ
が
、
戦
争
に
よ
う
て
な
さ
れ
た
巨
額
の
蓄
積
は
、
戦
後
急
速
に
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
休
戦
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
わ

が
閥
経
済
白
窮
也
欣
態
は
、
こ
の
蓄
積
の
史
夫
に
よ
っ
て
、
再
冶
戦
前
の
窮
辿
状
態
に
立
廃
る
こ
と
に
な
う
た
む
で
あ
る

n

第
一
央
大
職
後
の
升
費
輸
入

第
六
十
四
位
廿

第
四
、
五
、
穴
樟



第
一
央
大
戦
後
。
外
賓
輸
入

第
六
十
四
巻

休
戦
に
な
っ
て
、
轍
出
が
念
に
減
じ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
聡
入
が
増
加
し
て
、
貿
易
は
再
び
入
超
陀
碑
ビ
た
。
品
川
入
増
加
は

八
年
白
秋
に
な
っ
て
特
忙
需
し
〈
、
そ
り
時
の
状
態
を
井
上
準
之
助
氏
は
失
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
士
一
の
時
の
聡
入
注
文
の
欣
態

を
見
ま
す
と
、
月
々
平
時
の
二
位
h

乃
E
f
三
格
あ
っ
た
む
で
あ
り
士
ず
。
大
概
平
時
は
月
々
五
千
寓
閲
位
の
輸
入
註
文
化
封
し
て
信
用
扶

を
取
扱
う
銀
行
が
、
十
月
頃
に
は
一
億
五
千
寓
固
と
か
、

第
四
、
豆
、
大
韓

四

一
億
九
千
寓
闘
と
か
、
二
億
固
と
か
註
文
在
取
扱
っ
た
の
で
あ
り
ま
し

τ、

到
底
如
何
と
も
す
る
と
と
の
出
来
危
い
程
の
轍
入
の
註
文
が
殺
到
し
て
参
り
ま
し
た
白
で
あ
り
ま
す
。
内
地
の
経
済
界
が
不
営
危
好
景

気
に
左
り
ま
し
た
の
で
す
か
ら
、
物
の
情
一
段
、
品
物
白
如
何
を
論
ぜ
4
?
に
、
唯
一
日
も
早
〈
轍
入
口
聞
を
手
に
入
れ
さ
え
す
れ
ば
儲
か
る

一
月
か
色
三
月
に

と
い
う
ち
つ
な
時
代
が
共
白
頃
か
ら
同
現
し
た
白
で
あ
一
り
ま
す
o
』
り
そ
し
て
そ
め
結
果
は
九
年
比
入
ワ
て
現

b
れ、

至
る
僅
か
三
ヶ
月
間
陀
、
轍
入
超
過
額
は
五
億
閣
に
上
っ
た
。

前
年
の
六
月
に
ア
メ
リ
カ
が
令
輸
出
解
禁
を
断
行
し
て
以
来
、
在
外
資
金
を
或
は
政
府
に
買
上
げ
或
は
内
地
に
取
寄
せ
て
、
轍
入
費

金
白
木
日
比
に
悩
ん
で
い
た
震
替
銀
行
は
、
右
の
入
超
決
油
開
白
た
め
に
、
政
府
か

ι
一
億
図
。
在
外
正
貨
白
姉
下
げ
を
受
け
た
。
そ
の
結

果
は
免
換
鼻
持
白
念
法
在
牧
縮
で
あ
る
。
九
年
三
月
の
恐
慌
は
右
目
異
常
な
入
超
を
基
応
と
し
、
通
貨
む
ん
急
速
な
牧
縮
ぞ
導
火
繊
と
し
て

爆
殺
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
締
同
黙
と
し
て
財
界
陪
不
景
気
に
友
る
と
共
に
貿
易
は
不
振
凶
陥
っ
た
。
と
れ
に
閥
じ
「
明
治
大

正
財
政
史
L

に
は
「
我
が
図
釘
外
貿
易
の
趨
勢
は
大
E
九
年
下
半
季
世
一
大
脚
換
期
と
し
て
類
勢
に
向
い
、
爾
来
轍
出
入
共
に
振
わ
や

J.

殊
に
輸
出
の
減
滋
著
し
く
、
同
年
十
一
月
以
降
十
一
年
六
月
に
至
る
二
十
箇
月
間
の
久
し
き
に
瓦
り
毎
月
入
超
を
継
続
し
、
漸
〈
十
一

年
下
半
季
に
至
り
川
超
を
現
出
し
て
梢
ミ
粛
勢
を
支
持
し
た
る
の
観
あ
り
し
も
、
十
二
年
に
入
り
再
び
逆
調
に
陥
h
y
上
半
季
を
通
じ

τ

三
億
九
千
寓
凶
白
入
起
を
示
せ
り
』
と
あ
り
、
そ
の
原
因
E

と
し
て
、
世
界
的
危
財
界
不
侃
白
紙
績
に
因
り
各
園
民
の
購
買
力
が
減
退
し

た
と
と
、
内
地
物
倒
が
海
外
諸
国
に
比
し
依
然
高
位
を
保
っ
た
と
と
左
ど
数
個
保
を
掲
げ
、
進
ん
で
「
愛
に
留
意
す
べ
き
は
爾
三
年
来



の
輸
入
貿
易
D
傾
向
に
し
て
、
共
の
品
種
が
他
日
輪
出
白
某
礎
と
な
り
、
若
く
は
生
産
の
鼎
賢
建
に
寄
興
す
べ
き
原
料
及
原
料
用
製
品
に

於
て
減
少
し
、
車
陀
内
地
製
品
よ
り
も
照
債
な
る
白
故
主
以
て
轍
入
せ
ら
る
る
全
製
品
に
於
て
増
加
せ
る
と
と
之
れ
な
り
』
と
述
ペ
ち

れ
て
い
る
占

以
上
要
す
る
忙
、
事
業
計
霊
は
縮
小
す
べ
き
と
き
に
縮
小
せ
ナ
J

過
去
の
利
潤
に
よ
る
一
般
消
費
は
減
退
す
べ
き
圭
き
忙
減
退
せ
ヂ

し
て
盆
L
R

上
準
ず
る
、
そ
し
て
そ
の
需
要
に
膝
じ
る
た
め
の
産
業
・
商
業
も
ま
た
繁
昌
す
る
、
と
い
う
の
が
戦
後
景
気
の
賢
相
で
あ
一
っ

た
ヰ
大
正
九
年
白
恐
慌
は
財
界
白
徹
底
的
主
整
理
主
婆
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
過
去
に
蓄
積
し
た
謝
外
資
力
を
利
用
す
‘

る
と
と
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
た
た
め
、
整
理
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
か
く
て
上
述
白
ょ
う
危
判
質
の
入
起
を
続
け
、
且
つ
財
界
白
あ
ち

ら
と
ち
ら
に
小
波
乱
を
起
す
と
い
う
形
で
、
戦
時
白
蓄
積
主
食
い
潰
す
と
い
う
の
が
、
恐
怖
以
後
の
わ
が
園
の
経
棒
の
費
情
で
あ
っ
た

り
で
あ
る
。
と
う
し
て
い
つ
か
は
大
波
乱
が
起
る
白
を
兎
れ
得
な
い
赦
態
で
あ
っ
た
と
と
ろ
へ
、
突
如
と
し
て
起
っ
た
り
が
十
三
年
九

月
の
閥
束
大
震
災
で
あ
ワ
た
。

と
れ
に
よ
っ
て
百
億
に
偽
る
莫
大
友
宮
を
史
夫
し
た
よ
に
、
念
を
要

T
る
復
興
資
材
は
こ
れ
を
轍
入
に
仰
が
ね
ば
な
ら
在
か
っ
た
。

か
く
て
貿
易
上
の
轍
入
超
過
は
、
よ
二
年
に
五
億
三
千
四
百
高
困
、
十
三
年
に
六
億
四
千
六
白
寓
固
と
い
う
空
前
の

E
額
に
迷

L
、
政

府
白
震
災
善
後
公
債
、
公
共
闘
附
閉
会
債
、
民
間
事
業
公
債
な
ど
D
外
国
で
募
集
さ
れ
た
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
大
総
入
超

過
を
決
構
す
る
に
足
ら
な
い
で
、
腕
に
乏
し
く
な
っ

τ
い
る
在
外
賓
金
主
食
込
ん
だ
上
、
内
地
正
貨
の
現
迭
を
も
必
要
!
と
す
る
に
至
っ

た
。
従
っ
て
錫
替
相
場
白
動
揺
甚
し
く
、
十
三
年
末
に
は
一
時
樹
米
三
八
弗
叢
に
ま
で
下
っ
た
。
。

(2) (1) 

井
上
理
之
助
、
我
園
際
金
融
の
現
朕
E
改
善
策
、
主

O
頁。

百
本
終
演
年
報
、
第
一
三
集
、
二
一
二
ユ
頁
。

第
一
史
大
戦
後
の
升
費
輯
入

第
六
十
四
巻

第
四
、
王
、
六
続

五



(6) (5) (4) (3) 

同深明'* ~ 
上井惜上炉
、英大準一
二 五 正 之 究
4 、尉防~

mJDi免職
貰顧虫前若手
。七、掲 U

←第泊"!1: 
そ:長五ア手
ー巷頁ノ、

ずし 、 。
五六
百五

正l:.

第
六
十
四
巻

E耳

第
四
、
五
、
六
揖

占ノ、

外

資

t檎

入

(
4
)
 
圏
債
及
び
地
方
債

以
上
白
土
う
な
情
勢
白
下
に
沿
い
て
、
大
戦
勃
費
以
来
社
絶
え
て
い
た
外
費
四
轍
入
が
再
開
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
先
宇
摘
ぐ
べ

き
は
園
債
の
海
外
募
集
で
あ
る
。

大
震
災
か
ら
白
復
興
事
業
忙
要
「
る
経
費
は
巨
額
に
上
h

夕
、
且
つ
臆
念
に
支
閃
を
要
す
る
と
と
ろ
か
ら
、
政
府
は
震
災
善
後
公
償
法

に
よ
る
も
の
を
含
め
て
十
四
、
五
億
凶
白
起
債
計
査
を
立
て
た
。
然
る
に
営
時
比
世
界
大
戦
後
の
反
動
期
忙
受
け
た
創
痕
が
未
だ
癒
え

な
い
時
で
あ
り
、
と
れ
に
震
災
の
打
撃
が
加
え
ら
れ
た
白
で
あ
る
か
ら
、

b
が
財
界
に
か
か
る
有
額
の
公
債
の
消
化
能
力
が
あ
る
と
は

到
底
考
え
ら
れ
注
か
っ
た
。
突
に
第
一
同
及
び
第
二
同
四
分
宇
利
附
芙
貨
公
債
(
四
露
職
守
会
慣
)
白
償
還
期
限
が
一
年
後
(
大
正
十
四
年
)

に
迫
っ
て
い
た
。
ま
た
復
興
資
材
は
一
部
は
そ
白
供
給
を
海
外
に
仰
ぐ
の
外
な
く
、
そ
白
伐
金
を
決
梼
す
る
た
め
に
も
海
外
に
相
営
白

正
貨
を
準
備
し

τ置
く
必
要
が
あ
っ
た
。
か
く
て
震
災
善
後
公
債
の
一
郁
と
し
て
、
十
三
年
二
月
、
倫
郭
及
び
紐
育
に
沿
い
て
外
図
公

債
が
起
さ
れ
た
。
六
分
利
附
英
貨
公
債
二
千
五
百
寓
ポ
ン
ド
〔
邦
貨
換
算
二
億
四
千
四
百
七
高
主
千
闘
)
、
六
分
宇
利
附
米
慣
公
債
一
億
五
千

寓
F
ル
(
邦
貨
換
算
三
億
九
十
高
岡
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
而
し
て
雨
者
と
も
上
記
四
分
宇
利
附
英
貨
会
債
許
一
合
併
し
、
所
謂
併
用
公
債
の
形

式
で
遊
行
せ
ら
れ
た
結
果
、
会
佼
金
の
大
部
分
は
後
者
の
償
蓮
資
金
忙
充
歯
す
る
た
め
に
、
園
債
整
理
碁
金
特
別
合
計
に
繰
入
れ
ら
れ



た
た
め
、
震
災
善
後
公
債
法
に
よ
る
強
行
額
は
、
結
局
、
米
貨
公
債
分
一
千
百
四
十
三
高
七
百
八
十
五
凶
、
英
貨
公
債
分
一
億
五
百
七

高
二
百
八
十
四
閥
、
計
一
低
千
六
一
向

ι十
高
千
六
十
九
凶
で
あ
っ
た
。

と
の
外
債
に
は
色
々
の
注
意
す
べ
き
射
が
あ
っ
た
。
(
一
)
『
照
辱
公
債
』
白
梅
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
愛
行
保
件
が
わ
が
園
に
と
っ

て
頗
る
不
利
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
世
界
大
戦
後
の
欧
米
金
融
界
D
激
媛
、
金
利
D

一
般
的
な
高
騰
、
震
災
に
碁
く
わ
が
針
外
信
用
の

低
下
、
内
外
に
な
け
る
政
治
的
不
安
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
(
二
)
起
債
に
常
う
て
先
十
英
闘
に
交
渉
を
開
始
し
た
が
、
英
闘

自
身
寄
木
の
繰
乏
を
感
じ
て
い
た
上
に
、
英
関
銀
行
を
通
じ
て
の
費
金
統
制
が
行
わ
れ

τ
い
て
、
倫
敦
は
阪
に
自
由
な
起
債
市
場
で
は

な
か
っ
た
結
果
、
わ
が
闘
は
倫
敦
・
紐
育
岡
市
場
忙
沿
い
て
、
併
行
的
忙
起
債
交
渉
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
hv
て
繭
後
b
が

聞
は
外
資
の
供
給
を
英
国
よ
bJ
も
多
く
米
園
忙

mmぐ
と
と
と
な
る
の
で
あ
る
の
(
=
己
本
公
債
の
起
債
に
常
う
て
英
米
両
闘
に
沿
い
て
最

も
有
力
た
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
組
織
を
見
た
と
と
で
あ
る
。
即
ち
米
闘
に
止
い
亡
は
、
日
露
戦
時
以
来
専
ら
わ
が
外
債
の
引
受
に
営
っ
て

い
た
ク

1
ン
U

ロ
エ
「
ブ
商
品
問
白
外
に
、
新
た
に
モ
ル
ガ
ン
商
品
問
・
ナ
シ
コ
ナ
ル
日
シ
テ
ィ

1
尚
曾
・
フ
ァ
ー
ス
ト
U

ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行

白
三
者
が
幹
事
銀
行
と
し
て
加
わ

b
、
と
れ
に
全
困
幾
多
の
有
力
な
金
融
業
者
を
糾
合
し
た
い
受
銀
行
闘
が
組
織
せ
ら
れ
た
。
英
園
に

暑
い
て
は
、
従
来
由
護
行
銀
行
閣
で
あ
る
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

1
銀
行
(
蛮
パ
ー
ス
担
行
)
・
香
港
上
海
銀
行
・
バ
ン
ミ
ュ
ア
U
ゴ
ル
ド
ン

商
合
白
外
に
、
新
た
に
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
商
曾
・
イ
ヤ
リ
ン
グ
H

プ
ラ
ザ

1
1
A
商
脅
友
び
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
商
合
が
加

b
H、
E
つ
英
米

関
銀
行
閣
の
蓮
絡
を
闘
る
た
め
に
、
米
国
モ
ル
ガ
ン
出
来
白
一
統
た
る
倫
ぜ
モ
ル
ガ
ン
U
H
グ
レ
ン
フ
エ
ル
陶
合
も
そ
の
一
員
に
参
加
し
た
。

と
白
事
は
欧
米
と
わ
が
固
と
の
終
梼
関
係
が
、
従
前
に
比
し
て
頗
る
街
接
に
な
っ
た
と
と
を
一
所
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
。

震
災
復
興
事
業
費
調
達
白
た
め
に
、
興
業
銀
行
白
取
扱
い
、
で
三
つ
の
地
方
外
債
が
費
行
せ
ら
れ
た
。
東
京
市
復
興
事
業
会
債
及
び
模

暗
闇
市
復
興
事
業
公
僚
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
削
ち
左
白
如
〈
で
あ
る
。

第
一
虫
穴
職
後
四
外
資
輸
入

ーノ

第
六
十
四
巻

一一二ニ五

第
四
、
王
、
六
披

古



第
一
究
大
職
後
申
件
費
輸
入

第
六
十
回
程

東
京
市
主
分
宇
刺
附
実
貨
債

積
演
市
六
分
利
附
米
貨
債

東
京
市
五
分
半
利
附
米
貨
債

起

債

額

大、
0
0
0
千
棒

-
丸
、
七
四
O
千
弗

ニ
O
、
山
田
O
千
弗

安
行
年

六
一
豆

大

↓

王

昭

二

一」ム一ノ、
償
還
期
限

昭

三

大

昭
一
二
五

昭
一
ニ
大

第
四
、
五
、
弁
披

-F、

引

受

者

時
園
議
行
圏

米
園
設
行
圏

同

右

従
来
地
方
外
債
の
募
集
に
閥
し
て
は
、
政
府
は
明
治
四
十
二
年
白
地
方
長
官
へ
の
逝
牒
に
よ
っ
て
段
重
に
取
締
っ
て
い
た
。
即
ち
地

方
公
共
園
慨
が
外
債
を
募
集
せ
ん
と
す
る
と
き
は
、
交
渉
開
始
以
前
に
諌
め
内
務
・
大
賊
雨
大
臣
の
許
可
を
受
〈
ぺ
〈
、
交
捗
開
始
後

忙
承
認
を
請
う
も
D
に
謝
し
て
は
、
事
情
如
何
に
拘

ι中
承
認
を
興
え
な
い
か
も
知
れ
&
い
と
鵬
首
告
し
て
い
た
。
世
界
大
戦
が
勃
護
し

て
わ
が
結
締
界
が
活
汎
を
呈
す
る
に
伴
ぃ
、
地
方
外
債
白
起
債
は
全
〈
跡
を
断
ち
、
更
に
戦
後
の
反
動
時
代
に
入
る
に
及
ん
で
は
、
政

府
は
極
力
地
方
財
政
の
整
理
緊
縮
を
奨
励
し
、
そ
の
外
債
募
集
の
如
き
は
特
に
と
れ
を
許
可
し
な
い
方
針
在
国
守
し
た
。
ハ
か
く
て
明
治

四
十
五
作
以
来
十
五
年
振
り
に
右
白
雨
市
の
外
債
が
起
さ
れ
た

b
け
で
あ
っ
て
、
震
災
に
よ
る
打
撃
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
は
、
と

れ
に
よ
っ
て
も
知
る
と
と
が
で
き
る
。
勾

(

目

)

枇

イ責

「
金
融
事
項
参
考
書
」
に
よ
る
と
、
大
疋
三
年
末
現
在
に
お
い
て
一
低
六
千
六
百
八
十
八
高
固
に
上
っ
た
刷
佼
(
海
外
募
集
八
百
)
は
、
爾

後
僅
か
な
が
ら
減
少
の
傾
向
を
辿
り
、
九
年
に
は
急
減
し
て
四
千
七
百
五
十
寓
固
と
左
り
，
十
一
年
に
は
二
千
六
百
四
十
寓
と
在
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
白
翌
年
陀
は
一
億
三
千
三
百
高
岡
と
な
り
、
雨
後
念
速
に
増
加
し
て
、
昭
和
六
年
末
現
在
に
お
い
て
は
五
億
六
百
寓
闘
と

な
っ
て
い
る
。
同
年
末
白
金
閣
銀
行
合
世
々
債
現
在
高
五
十
二
億
一
干
二
百
高
闘
に
比
べ
て
、
そ
白
九
日
七
%
に
常
Z
。
ど
の
よ
う
に

社
債
白
海
外
募
集
が
増
加
し
て
来
た
の
は
、
前
述
白
よ
う
に
戦
時
む
蓄
積

E
喰
潰
し
て
費
、
本
が
相
封
的
に
飢
之
し
て
山
市
た
と
と
ろ
へ
、

「



犬
震
災
が
起
っ
て
、
園
内
に
烏
け
る
長
期
資
金
白
調
達
が
困
難
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
外
図
か
ち
見
る
と
、
政
府
が
園
債
及
び
地

方
債
白
海
外
募
集
を
極
力
抑
制
し
て
、
枇
債
白
た
め
に
募
集
の
徐
地
主
残
し
た
と
と
、
本
邦
諸
事
業
化
封
ず
る
信
用
が
増
加
し
た
と
と
、

各
閣
が
金
木
位
制
を
快
復
し
て
資
本
の
図
際
移
動
が
比
較
的
存
易
忙
な
っ
た
と
と
、
な
ど
を
事
げ
る
と
と
が
で
き
る
。

か
く
て
十
二
年
比
東
京
電
燈
・
東
洋
拓
殖
三
一
千
高
弗
)
・
満
鎌
へ
四
百
高
控
)
、
十
三
年
比
朝
鮮
銭
道
(
六
百
寓
弗
了
興
業
銀
行
三
千
二
百

寓
弗
)
白
外
債
が
夫
々
成
立
し
た
の
を
始
め
、
績
々
枇
債
が
成
立
す
る
と
と
に
な
っ
た
が
、
そ
白
大
部
分
を
占
め
た
も
の
は
電
力
合
社
債

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
左
白
如
く
で
あ
る
。
り

舎

社

名

業

東

京

電

睦

大

同

電

力

担
市
東
京
電
時

東

邦

電

力

宇
治
川
電
気

大

同

宮

古

東
邦
軍
・
司
力

4

東

京

電

時

東

京

電

睡

銘

柄

膏
第
一
回

実

貨

債

第
一
回

米

貨

債

輩
第
一
回

実

質

債

第
一
回

米

貨

債

未

貨

債

費未事

貨貨ニ

債債回

信
米
貨
債

一
五
信
越
電

力
未
貨
債

第
一
次
大
戦
後
の
外
資
輸
入

費
行
年
月

大
三
・
六

大大大大大大大沼

償
譲
年
月

昭
-
三
・
内

z . 
A 

昭

回

昭

回

五

昭

回

亘

昭

回・占

昭

目
・
屯

昭

国・八

昭

亘

昭一也・ゴ一 4
7
A
 

費

行

額

=一、司口己千鶴

(
一
耳
、
天
九
千
回
)

一五、ロロロ千弗

(
亘
口
、
口
九
口
千
回
)

《
宕
千
窃

(
玉
、
八
王
・
八
千
闘
)

一耳、

gq千
弗
色
弗
ユ
分
の
一

(
一
言
、
ロ
ん
口
千
闘
)

一
回
、
口
口
口
千
弗
九
一
弗

(
元
、
史
四
千
閤
)

一豆、
E

口
口
千
弗
八
六
弗

つ
一
也
、
ロ
八
一
千
固
)

豆

口

口

千

碑

宅

萄

(
二
、
九
一
完
千
闘
)

一
回
、
ロ
口
口
千
弗
夫
弗
八
分
自
占

(
四
八
、
一
回
回
千
回
)

昔
、
六
き
千
弗
主
弗
国
分
。
一

(
一
豆
、
吾
干
九
千
国
)

費
行
慣
格

古
諺

九一曲竺一分自一

ー-六

八

軍事

Z

口・五
一己主一

芸
品
・
告

ユ口・占
三
・
八

事
大
+
四
巻

= 
= 
七

利
串
(
年
)

A
Z
 

-一ハ・口

第
四
、
豆
、
大
韓

引

受

骨

畦

ホ
ヲ
イ
ト
ホ

3
ル
・
ト
ラ
完
ト

占. 
口

デ
ィ
m
H

ン
・
刃

t
r

内・口

ホ
ヲ
イ
司
令
ホ

1
L
F
・
ト
ラ
ス
ト

七
-
D

ギ
ャ
ラ
シ
テ
ィ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
‘
リ
l
目
ヒ
￥
μ
ツ

J

、
ハ
リ
ス
・
ホ
ー
プ
ス

七・口

P

E
・
ヒ
ギ
ン

y
ン

j守. 
豆主

ヂ
イ
ロ
ン
・

9
E
ド

告
・
口

ヲ
ザ

2
ド
・
プ
ラ
ザ

E
ス

六・口

ギ
ャ
ラ

Y
T
ィ
1

・B
ンベ

-
I

六. 
昌三

デ
ィ
ロ
ン

-
u
J
E
V

九



事
六
十
四
巻

九
、
呂
口
千
弗

(
一
人
、
口
五
回
千
岡
)

き
、
口
口
口
千
弗
色
弗
王
芦
田
一

(
一
回
口
、
百
己
千
闘
)

回、
Z
口

口

千

曲

申

告

勝

(
豆
、
九
三
千
回
)

ご
、
里
口
千
弗
宍
弗
固
A

芦
田
一

(
一
コ
、
九
六
八
・
七
千
固
)

っ
き
口
干
接
会
穆
ニ
分
由
一

九一回、盃
E
千
回
)

田
町
印
は
昭
和
四
年
六
且
に
、

A

印
は
償
還
期
限
に
央
々
償
還
。

x
印
は
そ
由
借
替
債
で
あ
る
。
闘
換
算
串
位
平
償
。
全
部
工
場
叫
周
囲
揖
保
。
¥

右
目
外
に
蓋
海
電
力
証
債
が
あ
る
。

第
一
究
大
職
後
の
外
資
隷
入

日

本

電

力

米

貨

債

x
東

京

電

燈

米

貨

債

X

東

京

電

燈

実

質

債

ム
東
邦
電
力

英米第

貨貨ニ

債債回

ロ

本

電

力

(
備
考
)

昭昭

Z 

"，，< 

<il 昭昭昭昭

^ 

官三
弗天

事
国
、
豆
、
犬
猿
一
一
ニ

O

47E

チ
ェ

1
ズ
、

h
p
ス
・
ホ
ー
プ
九

内・口

ギ
ャ
ヲ
ン
テ
4
1・
カ
ン
パ

3
1・
ラ
ザ
下

ブ
ラ
ザ
ー
?
ス

昭

ー. 
円

一八・穴
一八ム

占
・
」
唱

一八・者

内・ロ

ホ
ワ
イ
ト
求

E
ル
・
ト
ラ
ス
ト

昭

回
・
占

穴・口
プミ

-E 

チ
エ

l
，
ス
、
ハ
リ
ス
・
ホ
l
y
ス‘
.v
ユ
v
t
H
μ
l

昭

プミ

電
力
枇
債
が
外
貨
吐
債
の
中
で
犀
倒
的
在
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
に
つ
い
て
は
、
色
々
の
事
情
が
あ
っ
た
。

第
一
は
、
電
力
事
業
む
震
災
に
よ
る
打
躍
か
ら
の
同
復
が
速
か
で
あ
っ
た
と
と
で
あ
る
。
即
ち
世
界
大
戦
中
か
ら
工
業
用
電
動
力
白

需
要
は
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
蒸
気
動
力
の
地
位
位
た
者
強
固
で
あ
り
、
且
つ
設
備
白
償
却
開
係
か
ら
し
て
速
か
に
電
動
力
忙
蒔
換

し
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
と
と
ろ
が
震
災
が
と
れ
を
焼
梯
つ
で
し
ま
っ
た
た
め
に
、
電
力
合
枇
の
宣
停
と
相
侠
っ
て
、
電
動
機
が
急
速

に
普
及
す
る
と
と
と
友
り
、
従
っ
て
電
力
事
業
は
速
か
に
回
復
す
る
と
と
が
で
き
た
。
而
も
震
災
は
非
常
白
際
K
K
け
る
電
力
融
遁
設

備
の
必
要
を
訓
え
た
。
か
く
て
大
選
電
網
が
相
夫
い
で
完
成
す
る
と
と
に
な
っ
た
占

第
二
は
、
電
力
事
業
が
償
却
期
間
白
長
い
港
大
な
固
定
設
備
を
必
要
と
し
、
而
も
そ
の
念
速
な
護
展
期
陀
際
脅
し
て
、
自
己
資
本
だ

け
で
は
到
底
と
れ
を
賄
い
得
な
か
っ
た
と
と
で
あ
る
。
削
ち
電
力
合
枇
の
者
本
構
成
の
一
端
を
見
る
と

時大

重量
四一、、
一六 本
= ← 一 首

三六百金

占ー

ハー

ー抑
τ 主主

二 O 養
三-:og本
四二日金

町一回
てて定
七回主要
豆大<1本
五七百金

祉
ー債
一τ 及
四七借
七六~入
ニ Oí~金

積

一 立
ブL ブL~
六八百金



で
あ
っ
て
、
固
定
資
本
に
討
す
る
鴇
込
資
本
金
プ
ラ
ス
積
立
金
の
比
率
は
、
大
正
十
三
年
一

忙
上
り
、
社
債
及
び
借
入
金
の
梯
込
資
本
金
に
釣
寸
る
割
合
は
夫
士
二

7
八
%
、
七
六
・
四
%
に
上
っ
た
。

ω

一
六
・
九
%
、
昭
和
六
年
一
三
八
・
六
%

と
の
大
E
十
=
一
年
か
ら

昭
和
六
年
に
至
る
数
年
間
は
、
所
謂
五
大
電
力
脅
枇
の
聞
に
、
金
融
奇
本
及
び
政
議
を
パ
ッ
ク
忙
し
て
激
烈
な
争
覇
戦
が
展
開
せ
ら
れ

た
時
期
で
あ
っ
た
。

ζ

白
戦
い

D
渦
程
忙
な
い
て
落
大
な
護
送
電
設
備
費
を
賄
う
売
め
に
、
右
の
よ
う
左
巨
額
の
他
人
資
本
が
用
い
ら

れ
た
百
で
あ
る
が
、
特
に
借
入
期
聞
が
長
く
而
も
低
利
白
外
僚
が
歓
迎
せ
ら
れ
、
従
っ
て
そ
白
他
人
資
本
の
中
に
は
外
貨
祉
債
が
大
き

な
役
割
主
演
じ
た
の
で
あ
る
。
試
み
に
昭
和
六
年
末
現
布
白
電
力
外
債
の
鵬
首
行
穂
積
を
集
計
す
る
と
、
米
貿
債
一
四
九
.
宜
四
五
千
園
、

英
貨
債
六
、
一
二

O
O千
園
、
と
れ
を
平
慣
で
邦
貨
に
換
算
す
る
と
、
合
計
約
三
億
六
千
三
百
五
十
寓
固
と
な
り
、
上
記
杜
債
及
び
借
入

金
綿
額
白
約
一
五
形
を
占
め
た
。

と
の
外
債
の
利
梯
高
及
び
規
定
償
還
高
は
年
々
買
額
に
上
り
、
殊
に
昭
和
六
年
白
金
輸
出
再
禁
止
に
伴
う
食
品
骨
相
場
白
低
落
時
代
に

は
一
一
倍
・
三
倍
白
重
歴
と
な
り
、
事
業
経
営
主
の
痛
と
い
ι削
れ
た
と
と
は
周
知
の
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
併
し
電
力
事
業
そ
の
も
の
だ
け

• 
忙
即
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
後
注
に
外
資
が
寄
興
し
た
と
と
ろ
は
誠
に
大
な
る
も
む
が
あ
っ
た
。

(

ハ

)

直
接
事
業
投
安

日
露
戦
争
後
、
直
接
事
業
投
資
白
形
態
に
お
け
る
外
資
の
流
入
は
頗
る
活
溌
と
左
り
、
草
な
る
株
式
白
買
入
れ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、

事
業
白
草
濁
経
営
ま
た
は
内
外
人
共
同
経
営
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
而
も
そ
の
共
同
経
脅
は
皐
忙
者
本
白
範
闇
に
止
ら

左
い
で
、
技
術
白
範
聞
に
ま
で
及
ん
だ
も
り
で
あ
っ
て
、
東
京
電
気
株
式
合
枇
及
び
芝
浦
製
作
所
が
ゼ
ネ
ラ
ル
電
気
合
泣
か
ら
費
本
を

入
れ
る
に
蛍
り
、
と
れ
を
技
術
移
植
白
交
換
保
件
と
し
た
D
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
世
界
犬
戦
後
、
と
の
直
接
事
業
投
資
が
ど
白
よ

う
に
護
展
し
た
か
、
ヒ
れ
を
動
き
に
沿
い
て
捉
え
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
商
工
省
の
調
査
忙
上
っ
て
、
昭
和
六
年
一
月
現
+
悼
の
工

第
一
究
大
職
後
四
件
費
輸
入

帝
大
十
四
巻

三
一
子
九

第
四
、
豆
、
六
雄



第
一
次
大
戦
後
の
持
費
轍
入

第
六
十
四
巻

三
四

O

第
四
、
五
、
六
盟

一
一

業
に
告
げ
る
外
園
舎
枕
及
び
外
図
人
投
資
曾
祉
を
掲
げ
る
と
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

• 

ω
外

官

枇

米
国
系
一
亘
社
(
石
油
一
、
電
気
機
械
一
、
横
誠
九
、
映
畳
一
一
、
菓
子
て
生
統
一
)

実
園
系
王
位
(
電
気
掛
棋
一
、
横
棋
一
一
、
塗
料
一
、
飲
料
一
)

凋
逸
系
王
位
(
電
気
掛
械
一
、
横
械
凶
)

端
西
系
ニ
位
(
機
械
一
、
菓
子
一
)

チ
ェ
ア
コ
系
、
ル
タ
乞
ン
プ
ル

r系
各
一
一
位
(
機
械
奇
一
)

倒

准

外

園

舎

位

(
イ
)
賓
本
田
久
首
都
が
外
人
。
投
資
に
か
か

p
、
紹
管
替
盟
主
た
外
人
目
手
に
あ
る
も
の

米
国
系
大
批
(
電
気
掛
械
一
一
、
自
動
車
一
一
、
横
棋
一
、
レ
コ
ー
ド
一
)
企
稀
資
本
金
約
一
入
、

0
0
0
千
回

実
園
卓
司
f

王
位
〔
ブ
ム
製
品
一
、
宿
泊
一
、
機
棋
一
、
飲
料
一
、
薬
品
一
)
企
精
資
本
金
約
三
六
、
四
五

O
千
回

調
逸
系
二
一
昨
(
飲
料
一
、
感
先
軒
一
)
公
稗
資
本
金
約
五
ニ

o
f国

(
ロ
)
共
同
出
費
に
主
る
も
丹
人
目
投
喪
中
額
以
上
に
し
で
、
魁
瞥
管
理
主
た
外
人
四
手
に
あ
る
も
の

米

園

系

大

批

(ν
ヨ
ー
ド
五
、
ゴ
ム
一
)
姉
込
資
本
金
一
三
一
、

O
五
O
千
関
、
外
人
投
設
額
一
玉
、
九
九
五
千
回

実
困
系
ニ
枇
(
自
動
車
一
、
横
棟
一
)
持
込
資
本
金
一
一
、
五
五

O
千
困
、
外
人
投
棄
額
約
一
一
、

0
0
0
千
閏

調
描
系
ニ
一
位
(
揖
械
三
)
升
人
強
費
額
三
一
一
一
八
千
回

(
ハ
)
共
同
出
資
に
か
か

p
、
終
菅
管
田
町
が
邦
人
に
あ
る
も

ω

米
園
系
丸
祉
(
電
気
樺
械
六
、
克
新
一
、
硝
子
一
、
人
絹
一
)
棉
込
資
本
金
一

o
o、
七

O
O
千
圏
、
外
人
投
変
額
三
一
、
王
丸
王
千
回

英
園
系
九
一
位
(
錨
銅
一
一
、
菌
製
品
一
、
綿
締
三
、
メ

9
ヤ
ス
一
、
製
氷
一
、
セ
ル
ロ
イ
ド
一
)
噛
込
資
本
金
凡
八
、
女

0
0
千
圏
、
外
人
投

賞
額
九
、
一
一
一
七
七
千
国

凡
枇
(
電
気
掛
械
-
一
、
瞳
誠
一
、
人
絹
一
一
、
綿
赫
一
一
、
宅
耕
一
)
輔
込
箕
本
金
二
九
、
ニ
八
五
千
岡
、
升
人
投
棄
額
九
、
=
一
七
七
千
回

濁

語

系
園



中

華

系

瑞

典

系

悌

園

系

不

明

二
社
主
綿
一
、
綿
統
一
)
棉
込
資
本
金
四
一
、

o
S昔
、
外
人
投
資
額
一
五
八
千
固

一証
A

憐
す
一
)
棉
込
安
本
金
大
、
大
O
O
干
関
、
外
人
投
費
額
三
一
、
四

o
o
f国

一
枇
(
化
事
薬
品
)

六
祉
、
持
誌
資
本
金
=
一
O
、
七
六

o
f固
、
外
人
投
資
相
三
六
四
千
闘

本
表
に
島
け
る
外
園
合
祉
と
は
、
わ
が
閣
に
支
底
を
設
け
て
い
る
外
岡
合
枇
で
あ
っ
て
、
と
の
支
唐
は
殆
ど
木
唐
製
品
の
販
頁
白
み

を
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
資
本
白
全
部
が
外
人
。
投
下
に
か
か
る
準
外
園
舎
枇
は
、
形
式
的
に
は
わ
が
問
。
商
法
陀
操
っ
て
設

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
、
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
、
日
本
フ
ォ
ー
ド
、
日
本
ザ
イ
グ
グ
I
、
日
本
蕎
音

立
せ
ら
れ
た
も
由
で
あ
っ
て
、

器
商
品
開
へ
コ
ロ
ン
ぜ
ア
)
、
グ
ン
ロ
ッ
デ
な
ど
は
そ
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
共
同
向
費
に
か
か
る
も
白
と
し

τは
、
電
気
機
械

探
具
工
業
に
最
も
多
く
そ
白
例
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
主
要
電
気
機
器
製
逝
合
祉
に
し
て
外
閣
資
本
を
入
れ
て
い
左
い
も
の
は
殆
E
無

い
と
い
っ
て
よ
い
状
態
で
あ
っ
た
。

グ
Y

著
「
ア
メ
リ
D
外
園
投
資
」
に
主
っ
て
大
正
末
年
白
日
本
陀
語
げ
る
直
接
投
資
の
欣
態
を
見
る
と
、
日
本
商
一
位
と
提
携
す
る
と

帥
ち
大
疋
十
二
年
に
は
日
米
資
本
家
共
同
終
目
営
の
官
官
宮
間

K
H
E
E
Bロ

同
D
四
百
百
円
百
四
富
品
。
。
E
E
2日
間
内
。
{
費
本
金
王
千
寓
弗
)
が
設
立
せ
ら
れ
、
ゼ
ネ
ラ
ル
電
気
合
枇
が
芝
浦
製
作
所
陀
按
脅
し
て
い
る
と

と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
守
エ
且
テ
イ
シ
グ
ハ
守
ス
電
気
合
一
枇
は
守
エ
ス
テ
イ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
製
品
の
直
接
販
寅
機
闘
で
あ
曲
、

申
エ
ス
タ
ー
ン
電
気
合
祉
は
日
本
電
気
合
枇
及
び
東
京
電
気
合
祉
に
投
費
し
て
い
た
。
と
れ
ら
の
電
気
合
枇
は
活
潜
に
電
気
機
器
白
製

造
や
畿
電
所
・
迭
電
践
の
建
設
に
従
事
し
、
同
時
に
製
品
D
輸
入
販
買
に
従
事
し
て
い
た

Q

と
白
外
、
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
合
社
は
横
演

に
新
工
場
を
逗
柑
押
し
つ
あ
り
、
そ
の
他
白
郁
同
で
日
本
陀
直
接
事
業
投
者
全
行
っ
て
い
る
著
名
及
品
開
枇
に
は
、
ア
ジ
ア
・
バ
ン
キ
ン
グ
・

コ
ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン
、
ア
メ
リ
カ
・
ラ
デ
ィ
オ
・
コ

1
4
レ
1
シ
ョ
ン
、
ア
メ
リ
カ
・
ト
レ

1
デ
ィ
ン
グ
合
枇
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

と
に
特
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
電
気
合
祉
で
あ
っ
て
、

事
一
次
大
戦
後
の
外
賓
輸
入

静
六
十
四
巻

回

第
四
、
王
、
六
盟



第
一
次
大
職
後
四
金
費
輯
入

事
六
十
問
者

回

第
四
、
王
、
六
雄

四

バ
ン
キ
ン
グ
・
コ
ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン
、
リ
ピ

1
・
ォ
ー
ザ
ェ
ン
ス
板
硝
子
舎
祉
、
園
際
石
油
曾
祉
(
ス
ダ
シ
ダ
t
ド
石
油
の
子
曾
枇
て
ロ
パ
ー

ト
・
ダ
ラ

1
脅
祉
、

7
メ
H
カ・
7
ル
ミ
=
ウ
ム
令
枇
左
ど
が
あ
り
、
外
に
製
粉
業
・
海
運
業
・
映
葺
業
・
生
命
保
険
業
・
貿
易
業
な
ど
に
闘

興
す

Z
も
の
が
均
一
一
〈
左
か
っ
た
。
η

電
気
機
器
製
詑
業
へ
の
活
溌
た
直
接
投
資
は
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
水
力
電
源
の
大
開
後
が
行
わ
れ
、
而
も
前
述
の
よ

う
に
、
そ
白
た
め
に
必
要
な
費
木
白
少
な
か
ら
白
部
分
が
所
謂
電
力
外
債
に
よ
っ

τ調
達
せ
ら
れ
た
と
と
と
締
接
な
閥
係
正
持
つ
事
柄

で
あ
っ
て
、
と
れ
と
共
に
ア
メ
リ
カ
の
進
ん
だ
電
気
機
器
製
造
技
術
が
移
植
せ
ら
れ
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
て
世
界
大
戦

前
か
色
日
米
共
同
終
日
営
の
下
に
生
長
じ
て
来
た
東
京
電
器
桝
・
芝
浦
製
作
所
白
雨
者
の
外
に
、
大
正
末
年
以
後
、
三
菱
電
機
・
富
士
電
機
・

東
洋
電
機
左
ど
白
日
米
共
同
舎
祉
が
現
わ
れ
、
最
近
に
は
昭
和
十
四
年
に
、
米
園
ユ

l
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
エ
ン
ジ
ュ
ア

H
Y
グ
・
ア
ン
ド
・

フ
ア
ウ
ン
ド
リ
1
合
祉
と
芝
浦
製
作
所
と
D
提
携
に
か
か
る
芝
浦
共
同
王
業
株
式
合
祉
が
設
立
せ
ら
れ
て
、
区
延
機
・
魅
縮
機
な

E
の

製
造
を
始
め
た
。
そ
し
て
と
の
年
に
は
前
記
の
東
京
電
気
と
芝
浦
製
作
所
と
が
合
併
し
て
、
東
京
芝
浦
電
気
株
式
曾
枇
と
な
っ
た
が
、

と
白
一
剛
枇
は
元
々
相
互
の
問
に
直
接
に
、
ま
た
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト

H
ツ
ク
を
仲
介
と
し
て
岡
山
接
に
、
姉
妹
合
祉
の
閥
係
に
あ
っ
た

も
の
で
あ

Z
。

電
気
機
器
に
閥
蓮
し
て
蓄
一
音
器
に
つ
い
て
見
る
に
、
前
述
の
日
本
ヴ
ィ
ク
タ
1
蓄
背
探
脅
枇
は
昭
和
二
年
に
米
園
資
本
に
よ
っ
て
設

立
せ
ら
れ
た
曾
枇
で
あ
っ

τ
、
四
年
に
三
菱
・
住
友
白
二
大
財
閥
白
出
資
を
加
え
て
、
日
米
共
同
出
資
舎
祉
と
注
っ
た
。

ζ

れ
と
並
ん

で
、
二
年
に
は
株
式
合
世
日
本
蓄
一
育
器
商
合
(
明
治
四
十
三
年
末
図
賓
本
を
以
て
創
立
)
が
英
凶
コ
ロ
ン
ピ
7
令
紅
と
技
術
的
及
び
資
本
的
忙
提

携
し
、
翌
年
に
は
日
本
コ
ロ
ン
ピ
ア
蓄
音
容
曾
祉
な
る
傍
系
合
耐
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
日
本
ヴ
ィ
ク
タ
l
は
昭
和
十
二
年
忙
、
日
本

蓄
音
器
商
合
は
十
年
に
、
北
ハ
に
外
闘
資
本
を
離
れ
て
日
本
産
業
株
式
合
枇
の
傘
十
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
枇
が
十
二
年
に
尚
淵



へ
移
る
に
及
び
、
開
蓄
音
器
合
祉
と
も
そ
の
経
営
は
東
京
電
気
合
枇
化
委
ね
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
た

U
ぬ

更
比
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
至
急
頃
は
、
自
動
車
交
通
が
念
速
に
鵡
耳
語
し
た
時
期
で
あ
る
。
即
ち
関
東
大
震
を
聯
機
と
し
て
、

と
れ
ま
で
の
自
家
用
乗
阿
草
・
乗
令
自
動
車
・
ハ
イ
ヤ
ー
及
び
タ
ク
シ
ー
白
外
に
、
貨
物
自
動
車
に
封
す
る
需
要
が
新
た
に
起
り
、
自

動
車
市
場
と
し
て
の
ゆ
が
闘
は
頗
る
有
望
と
在
っ
た
。
と
れ
に
先
宇
若
目
し
た
の
が
フ
ォ
ー
ド
合
祉
で
あ
っ
て
、
早
く
も
大
正
十
三
年
.

/
 

横
務
に
資
本
金
四
百
高
岡
白
日
本
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
脅
祉
を
設
立
し
、
翌
年
三
月
か
ら
ヨ
ン
ベ
ヤ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
組
立
作
業
主
開

始
し
た
。
モ
由
競
争
的
立
場
に
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
毛

1
グ

1
ズ
が
、
資
本
金
八
百
寓
闘
を
以
て
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
合
祉
を

大
阪
に
起
し
た
の
は
大
正
十
四
年
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
年
四
月
に
操
業
を
始
め
た
。
め

自
動
車
交
活
の
護
謹
に
供
〈
こ
と
の
で
き
な
い
白
は
石
油
で
あ
る
。
翫
に
明
治
四
十
二
年
に
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
品
目
枇
が
事
ポ
ル

ネ
オ
及
び
ジ
ャ
ワ
の
原
油
を
精
製
す
Z
目
的
で
、
労
貨
の
低
廉
な
わ
が
闘
に
着
目
し
、
博
多
糟
西
戸
崎

ι精
油
工
場
を
設
け
た
が
、
大

E
末
年
に
は
わ
が
園
石
油
合
枇
の
外
油
精
製
事
業
が
俄
か
に
活
滋
に
な
っ
た
。
即
ち
大
正
十
年
に
旭
石
油
が
ζ

の
事
業
主
開
始
し
た
の

を
始
め
、
日
本
石
油
・
小
倉
石
油
も
十
三
年
前
後
か
ら
こ
の
事
業
忙
着
手
し
、
何
れ
も
大
規
模
在
精
油
工
場
を
建
設
す
る
忙
至
り
、
晴
間

い
て
外
油
精
製
専
門
の
日
本
都
議
油
・
三
菱
石
油
雨
祉
白
設
立
を
凡
た
。
四

と
う
し
て
モ
と
忙
は
笛
然
外
園
者
本
と
の
共
同
経
管
が
成

立
す
る
の
で
あ
一
っ
て
、
三
菱
石
油
は
そ
白
著
例
で
あ
る
。
な
b
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
と
同
様
の
金
額
外
入
出
費
に
基
く
日
本
ヴ
ァ
キ

ュ

1
ム
・
オ
イ
ル
合
枇
も
生
れ
た
。
タ
ク
シ
ー
氾
濫
時
代
は
以
上

C
ょ
う
忙
し
て
山
現
し
た
白
で
あ
る
。

以
上
の
諸
工
業
宇
始
め
と
七
て
、
大
正
末
年
以
来
外
開
資
本
は
各
種
の
工
業
に
綬
々
投
下
せ
ら
れ
た
。
昭
和
七
年
以
降
忙
な
い

τは、

外
園
北
町
本
の
直
接
投
資
は
む
し
ろ
垣
否
さ
れ
る
欣
態
に
あ
り
、
従
っ
て
同
年
オ

1
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
合
位
(
来
園
)
が
三
井
利
産
と

共
同
し
て
東
洋
オ
l
チ
ス
・
ヱ

V
ベ

l
グ

1
曾
祉
を
設
立
し
、
及
び
十
四
年
忙
前
記
の
芝
浦
共
同
工
業
が
設
立
せ
ら
れ
た
の
が
、
今
次

部
一
J

貰
大
戦
後
。
件
費
韓
入

第
六
十
四
巻

= 
目

第
倒
、
王
、
六
揖

。三玉



/ 

第
一
史
穴
職
撞
白
井
資
輸
入

第
六
十
回
答

コ
一
周
回

第
四
、
宜
、
六
按

大

大
戦
前
に
K
M

け
る
最
終
白
投
資
で
あ
っ
た
で
あ
る
う
が
、
い
ま
毎
日
新
聞
杜
エ
コ
ノ
ミ
ー
下
白
調
査
に
よ
っ
て
、
昭
和
十
五
年
現
在
白

諸
合
枇
k
h
u
け
る
外
岡
人
持
株
数
を
掲
げ
る
と
左
の
如
〈
で
あ
る
。
叫
治
も
と
れ
は
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
額
を

外
園
人
が
技
者
し

τい
る
最
後
の
二
石
油
合
祉
は
別
と
し
て
、
他
は
い
A
Y
れ
も
財
閥
閥
係
の
有
力
合
祉
で
あ
る
と
と
は
注
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。前土

者

千
代
再
海
上
火
災

東
京
海
上
火
災

三

菱

電

機

=

一

菱

工

業

芝
浦
共
同
工
業

富

士

電

機

日

本

製

鋼

東
京
芝
浦
電
気

三

菱

右

油

旭
ベ
ン
ベ
ル

F
絹
締

持丹ト

人

株

数回、一口口

回、六回国

主ハ、
Z
E
D

-一五、一回口

六六、
A
E

口

一五二、豊島[〕

一口回、口[]{〕

一、{〕
HAE-
、同八一

一口口、{〕ロロ

向。、一口口

糟

株

数

民

劃
す
る
割
合%

 

己・=一
口・口昌

一
一
・
又

-一E
・五回

-
E

・AA

Z

口・固い唱
一
・
当
-

吉一エ一六

-z・口(]

宇
品
九

前士

名

持タト

人

様

敏
一九肉、丸向車

一-一、
Z
D
口

九
、
占
呉

国

Z
J
一自

信、一一口

=
百
」
一
口
ロ

ユ↓戸、九日〕

A
口口、口{〕己

=、口(〕口

総

株

敗

同

封
す
る
割
骨

vn 

z千
八
E

一・一
Z

司・一六

-一一・一回

=・一人

一一
7
口一

五九・宝且

一口口・口口

一口口・ロロ

市
し
て
、
外
園
人
の
直
接
事
業
投
資
が

b
が
園
企
業
線
資
本
額
白
何
創
出
宕
占
め
て
い
た
か
を
商
工
省
工
場
統
計
表
及
び
大
蔵
省
資
料

ロ

本

電

気

富

士

訪

績

王

子
4

襲

紙

日
本
相
補
子

四

本

窒

素

住

友

電

工

東
洋
オ
'
チ
ス

ラ
イ
ゾ
ン
グ
サ
シ
君
油

四
本
『
ァ
キ
ウ
ム
・
オ
イ
ル
ー

に
よ
っ
τ
H
A
る
と
、
昭
和
十
六
年
末
現
在
に
沿
い
て
、
左
白
如
く
で
あ
っ
た
。
(
車
位
千
闘
)



本
邦
法
人
穂
資
本
額

世

故

佐

稀

妥

本

金

へ

A
)

三
九
、
四
一
丸
二
三
、
王
一
↓
、
九
九
五

四
一
、
四
七
九
一
一
、
四
五
八
、
一
一
七

と
れ
に
よ
る
と
そ
の
割
合
は
案
外
僅
宇
で
あ
る
が
、
線
資
本
金
が
公
栴
資
本
金
で
あ
る
の
に
鈎
し
、
外
問
者
木
金
は
姉
込
資
本
金
で

あ
る
と
と
、
と
白
調
夜
で
は
投
費
園
が
米
・
英
・
蘭
白
三
園
忙
限
定
さ
れ
て
い
る
と
と
、
外
に
外
閤
合
紅
白
支
局
・
山
川
張
所
が
あ
る
と

商工

鎖

0
・
六
一

0
・0
一一

B

罰

A

業業

と
友
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
注
ら
ば
、
資
際
に
活
動
し
た
外
園
資
本
白
割
合
は
、
と
と
に
掲
げ
た
よ
り
も
飴
程
大
で
あ
っ
た
と
と
が
容
易

に
窺
わ
れ
る
。
m

(12)(11)(10) (91侶) (7)柏)(助(4) (3)但)(1) 

以
上
、
明
治
大
正
財
政
奥
、
第
一
一
巻
、
三
主
四
頁
以
下
参
照
。

同
上
、
七
二

O
l
一
頁
。

三
宅
晴
輝
、
電
力
コ
ン
ツ
ェ
ル

y
積
本
、
九
ニ
ヨ
一
貫
。

同
上
、
丸

O
頁
。
東
京
電
睡
株
式
曾
社
開
業
五
十
年
具
、
一
四
ニ
頁
。

朝
田
新
聞
紐
湾
部
、
昭
和
財
政
皇
、
七
四
五
頁
。

以
上
、
三
菱
程
調
研
究
所
、
目
本
の
産
業
と
貿
易
自
費
展
、
八
八
|
丸

O
頁
参
照
q

巴

5
2
〉
芭
自
由
ロ
司

O
E官
『
耳
切
仲
間
自
F

弔
-
H
O
恥
!
?

買
京
電
信
州
株
式
曾
位
五
十
年
具
、
六
六
六
買
以
下
参
照
。

尾
崎
正

A
、
目
本
自
動
車
典
、
一
三
ハ
丸
頁
以
下
参
順
。

査
園
経
済
調
査
槽
闘
聯
骨
合
、
目
本
相
臨
済
白
最
近
十
年
、
二
八
四
頁
。

Z

3

ノ
ミ
ス
ト
(
毎
回
)
、
第
二
六
年
第
一
一
一
担
。

藤
崎
憲
一
一
、
外
債
且
を
遁
じ
て
穏
た
る
外
賓
轍
入
の
問
題
(
財
酷
、
第
一
三
巻
、
八
韓
)

軍
一
費
大
職
控
mw
件
費
輸
入

第
六
+
四
巻

= 
固
守主

第
四
、
玉
、
六
腕

= 
七



第
一
京
大
職
後
由
井
費
職
入

結

語

第
六
十
四
巻

熔
回
、
玉
、
穴
貌

，、

一
ニ
三
頁
陀
掲
載
し
た
表
に
引
績
昔
、
大
正
十
二
年
以
降
白
外
資
総
入
現
在
高
を
表
示
す
る
と
、
左
の
如
く
で
あ
る
。
(
金
額
皐
位
千
国
)

大
正
一
二一一一一一

回

昭

和

元
一-一司王六七八

園
債
(
海
外
募

集
自
分
)

一、昌一吉、三回

一、豆一回、一耳穴

『、E口口、=一耳

一、同弔昔、A宇品

-、一回穴口、一ヨゴ一

一
、
皇
弓
克
己

一、回四円、入金五

一、墨向日唱、三ニ晶

一JZ宅、一重豆
一

一、ま
T
九
三
五
七

一、目=J=一

海
外
流
出
内

園
債
(
見
品
額
)

晶、ロ一屯

=一五、九孟五
A、占一-Z

4目、六八人

一回、主一え

三
J
百戸唱

昌一、占44目

A回、一屯ん

平均、一八一

五一、空一ん

王口、口一向

地
方
債
へ
海
丹

募
集
白
分
)

一亘口、ニ一五

ゴ石、回日国

一-一回、貞一石

吾一口、コ一一E

-一孟占」(田口

一言問、一
3
2

=回豆、占円宅

J

一四五、一屯回

-一回口、六九屯

=ゴ童、吾-一

孟
口
、
由
会

回
大

祉
債
ペ
臨
時
升
募

集
自
分
)一号一、九回一

一九五、回問一

Z

三
J
車
八

一面占」ハ回E

E一豆、車口口

回昔円、回口占

囲内胃、内一一旦

四豆輩、八六占

軍己主、九六回

目六七、八二一

一千八豆、一一七

外
人
目
内
地
韻
行

官
枇
放
棄
(
見
込
)

一一一、九九Z

Z一、九九三Z

-一一、九九二三
一

九ニ、一EZ

九也、九九ニ

一一呈、A2A

二一弓パ一元

一一五、
d
x

二
弓
凡
一
正

計

一」三ニ、告人口

一、八八五、己主天

一、九八唱、一Eハ

-一、一回占、E回占

-一、一回問、一ZEz

--吾一一一、nAZA

-
-
Z
(
)
Z
4
喜一

三、一同六肉、己一昔ニ

ベ、己均唱、ロロ孟

=、4ZZ、ロ回八

三、[〕八日品、妻=

第
一
弐
大
戦
後
の
外
者
聡
入
を
大
戦
前
白
そ
れ
忙
比
べ
て
大
観
す
る
と
、
第
一
は
園
債
及
び
地
方
債
の
海
外
募
集
が
大
い
に
減
じ
た

と
と
で
あ
る
。
即
ち
闘
京
大
震
災
白
復
興
事
業
費
白
調
達
と
い
う
緊
急
止
む
を
得
な
い
も
の
を
除
吉
、
公
共
事
業
の
た
め
白
外
債
は
全

〈
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
五
年
に
闘
債
募
集
D
ζ

と
れ
見

ιれ
る
が
、
と
れ
は
大
正
十
二
年
に
屈
し
た
浦
鎮
の
英
貸
債
を
政
府
が
継

承
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
新
規
に
強
行
し
た
も
白
で
は
た
か
う
た
。
こ
う
し
て
政
府
及
び
府
紙
・
都
市
が
臨
時
費
白
調
達
を
内
債
に
よ



則。

る
と
と
に
た
っ
た
と
と
は
、
園
内
起
債
市
場
の
護
淫
を
示
す
が
、
併
し
圏
内

k
h
け
る
資
本
の
蓄
積
は
産
業
者
金
の
全
部
を
も
賠
い
得

る
ほ
苫
豊
富
で
は
左
か
っ
た
。
か
く
て
第
二
に
、
枇
債
の
盛
ん
な
権
外
募
集
と
い
う
と
と
が
起
っ
た
。
特
に
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年

へ
か
け
て
白
電
源
の
大
開
設
は
、
外
債
の
援
助
に
よ
っ
て
始
め
て
行

b
れ
待
た
事
柄
で
あ
っ
た
。
第
三
は
、
と
れ
岳
一
、
併
行
し
ナ
一
外
岡
人

の
直
接
事
業
投
費
が
活
溌
に
友
っ
た
と
と
で
あ
る
。
昭
和
六
年
の
漏
制
判
事
鑓
の
勃
護
に
作
う
園
際
閣
係
の
悪
化
、
金
輪
出
再
禁
止
に
伴

う
潟
替
相
場
む
暴
落
、
及
び
世
界
的
な
恐
慌
な
ど
白
た
め
に
爾
後
外
債
の
募
集
は
中
絶
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
L
L
に
ふ
な
っ
た
が
、
直
接
事
/

業
投
資
は
そ
の
後
も
引
終
吉
行
わ
れ
七
、
昭
和
十
四
年
に
ま
で
及
ん
だ
。
外
務
が
投
ぜ
ら
れ
た
事
業
分
野
は
、
電
気
機
器
製
建
業
・
精

油
業
を
は
巴
め
、
あ
ち
ゆ
る
部
門
に
亙
っ
た
が
、
同
時
に
注
意
す
べ
き
は
、
外
闘
資
本
が
絶
調
的
た
護
言
権
を
持
つ
企
業
が
増
加
し
た

〆
と
と
で
あ
っ
た
。
第
四
は
従
来
英
図
資
本
が
麗
倒
的
地
位
E
占
め
て
い
た
の
に
劉
し
、
第
一
夫
大
戦
後
は
米
関
資
本
が
と
れ
に
取
っ
て

代
っ
た
と
と
で
あ
る
。
削
ち
大
戦
後
白
世
界
に
な
け
る
米
園
資
本
の
開
進
が
、
わ
が
閣
に
も
直
接
的
に
反
映
し
て
い
る
白
で
あ
る
。

以
上
白
事
柄
を
夏
陀
別
の
商
か
ら
見
る
と
、
山
由
時
は
わ
が
図
が
濁
占
安
本
の
段
階
に
進
ん
だ
と
去
が
明
ら
か
と
な
っ
た
時
代
で
あ
り
、

従
っ
て
間
接
投
費
た
る
と
直
接
投
資
た
る
と
を
問
わ
歩
、
外
資
を
受
入
れ
た
企
業
は
殆
ど
す
べ
て
財
閥
闘
係
白
合
枇
で
あ
っ
た
。
ま
た

外
債
白
取
扱
は
従
来
殆
ど
興
業
銀
行
が
と
れ
に
任
じ
て
い
た
が
、
大
戦
後
に
は
三
井
銀
行
な

E
が
有
力
な
受
託
合
枇
と
し
て
現
わ
れ
て

来
た
。と

れ
陀
照
・
隠
し
て
外
岡
白
外
債
引
受
闘
も
強
力
な
も
の
で
あ
り
、
投
資
合
枇
も
一
流
の
凋
占
品
開
枇
で
あ
一
ウ
た
。
か
〈
て
そ
こ
に
は
関

際
ト
ラ
ス
ト
の
寅
が
見
ら
れ
る
白
で
あ
っ
て
、
わ
が
閣
に
や
け
る
企
業
総
資
本
の
中
佐
占
め
る
外
国
資
本
の
剖
人
口
は
頗
る
僅
少
で
あ
。

た
に
し
て
も
、
モ
れ
が
持
っ
と
と
ろ
白
重
要
性
は
低
く
詳
償
す
る
と
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、

b
が
闘
に
辛
け
る
資
本
主
義
の
猫
占
化
時
代
は
、
批
債
及
び
直
接
事
業
投
資
の
形
で
外
折
が
盛
ん
忙
流
入
し
た
時
代
で

第
一
次
大
職
径
の
件
費
轍
入

野
大
十
四
巻

=
一
四
七

第
四
、
五
、
六
揖

九



、
?、、

事
一
央
大
職
桂
的
外
費
輸
入

第
六
十
四
巻

三
四
八

第
四
、
玉
、
穴
競

回
O 

あ
っ
た
。
か
〈
て
前
記
の
閣
僚
及
び
地
方
債
を
加
え
て
、
資
本
の
聡
入
は
そ
白
聡
川
を
越
え
た
。
第
一
次
大
肢
に
よ
っ
て
一
時
十
三
億

七
千
高
闘
鈴
の
債
権
超
過
園
と
な
っ
た
わ
が
閣
は
、
そ
D
・
後
昭
和
四
年
D
世
界
恐
慌
に
歪
る
約
十
年
の
間
に
再
び
債
務
超
過
闘
と
な

b
、

そ
白
金
額
は
約
八
億
闘
に
上
っ
た
。
け
れ
ど
も
同
時
に
そ
の
問
に
生
産
技
術
は
進
歩
し
、
重
化
事
工
業
は
護
蓮
し
、
会
問
と
し
て
生
産

力
が
高
ま
り
奇
本
が
蓄
積
さ
れ
て
、
資
本
主
義
経
携
の
某
礎
は
頗
る
強
固
と
在
っ
た
。
モ
し
て
そ
と
に
蓄
積
さ
れ
た
資
本
が
、
繍
洲
及

び
中
園
本
土
へ

D
帝
閤
主
義
的
殻
展
白
原
動
力
と
友
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

留島




